
 

 

 

 

 

 

 

 

  人とかかわる  

校 長  河 﨑 晃 二 

雨は多くありませんが梅雨のどんよりとした日が続いています。しかし、子供たちは元気に学

校生活を送っています。４月の始業式からはや３か月が経ち、１学期も後３週間程となりまし

た。御家庭での御協力もあり、子供たちの行動や振る舞いに大きく成長したところが数多く見ら

れ、大変うれしく思っているところです。 

＊ 

さて、人が、仕事や学校、様々な活動等を通して他者とのかかわりをもつとき、必ずそこには

先輩、同輩、後輩等の縦や横の関係が生じます。そして、その関係は、その人にとって、すべて

好ましく思えるものであるとは限りません。中には相性の悪い人との出会いもあるでしょう。 

 それでも大概の人は、そのかかわりの中で他者と共に過ごし、指導をされたり刺激を受けたり

するうちに、楽しさを味わったり新たな発見をしたりします。そして、それを自分の考え方や生

き方に生かし（反面教師的なものも含めて）、改めて自己を確立していこうとすることが多いの

ではないでしょうか。つまり、我慢や努力によって、自ら人間関係を築き、自己を磨いていくわ

けです。 

 しかし、私たちの周りにはあまり他者とのかかわりをもとうとしない人もいます。このような

タイプの人は、同じ場にいる相手との違いに気付いたり、不満があったりすると、必要最小限の

ことでしか他者とかかわらないようにすることが多いようです。すると、その人の人間関係は、

ごくわずかなつながりだけになり、ものの見方や考え方が狭くなりがちになることは否めません。

新聞や本を読んだり、コンピュータによって多くの情報を得たり、知人を増やしたりしても、本

当の意味での人間関係だけは豊かに広げることはできません。 

 よく、「苦あれば楽あり、楽あれば苦あり」と言われます。これは「苦しみの後に楽しみが来

る、楽しみの後に苦しみが来る」の意味で使われることが多いのですが、私は、「苦の中にも楽

があり、楽の中にも苦がある」という捉え方も大切だと思っています。人とのかかわりに関して

言えば、「好ましくないかかわりの中にも、探せば自分に生かせることはある」また、「好まし

いかかわりの中にも、避けて通りたい付き合いもある」とでも言えるでしょうか。これらのバラ

ンスをとりながら他者とかかわっていくことは、人が成長していく上で欠かせないことだと思い

ます。 

子供たちには、常に同じ人、あるいは自分の思い通りに動いてくれる人とだけかかわるように

なってほしくはありません。マイナスの出会いも付き合いも、すべて自分の人間性を磨く上での

大切な勉強の機会なのです。これからの長い人生、いろいろな場面で多くの人とかかわり、豊か

な人間関係の中で社会性を身に付け、よりよい生き方を目指してほしいと強く願っています。 
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